
第３７回宮崎海岸市民談義所

国土交通省 宮崎河川国道事務所

宮崎県

日時：平成29年7月27日（木曜日）19：00～21：00

場所：宮崎市佐土原総合支所２階研修室
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本日の流れ



本日の流れ
①議事次第

１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第36回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．宮崎海岸の現状

４．報告（工事の実施状況、予定他）

５．談義（対策の評価について）

６．今後の予定

７．その他
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本日の流れ
②年次評価を検討する手順と市民談義所の役割

- 4 -

効果検証分科会

侵食対策
検討委員会

事業主体

技術分科会

※必要に応じて、
対策の修正、
見直しを検討

市民談義所

※意見・要望年次評価票
（素案）

年次評価票
（案）

年次評価票

市民談義所は、主な調査及び工事
に関する談義を行い、事業主体に意
見・要望を伝える。

事業主体は、調査結果及び談義を
踏まえ、年次評価（素案）を作成する。

効果検証分科会は、事業主体が作
成した年次評価（素案）を検討し、年
次評価（案）を作成し、委員会に報告
する。

委員会は、効果検証分科会が作成
した年次評価（案）を検討し、最終的
な年次評価を行う。

技術分科会は、必要に応じて、対策
の修正、見直しを検討する。

本日の市民談義所



１．宮崎海岸の侵食対策の概要
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宮崎海岸保全の基本方針 - 6 -

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料



宮崎海岸の侵食対策 - 7 -

対策
たいさく

の目 標
もくひょう
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①北から流入する土砂を増やす
｛中長期｝一ツ瀬川北側や河川からの流入土砂を増やす
｛当面｝養浜をすすめる

埋設
まいせつ

護岸
ご が ん

 

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料より作成



宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ
～技術検討から対策の実施と効果検証～
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宮崎海岸ステップアップサイクル

どのような方法をとればよいかを検討・実施し、効果を確認しながら、修正・改善を加えて、対策を着実
に進める。

宮崎海岸侵食対策は、
「侵食対策の検討、計画」から、
「侵食対策の実施、効果・影響の確認」の段階に。

Ａ：修正 Ｃ：確認

Ｄ：実行Ｐ：計画

効果を確認

現象の複雑さ
予測の不確実性

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料より作成



体制と運営方針
～委員会、技術分科会、効果検証分科会、市民談義所～
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宮崎海岸トライアングル

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民・専門家が三者一体となって進める。

第１１回 宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成24年7月開催）資料



技術分科会

第13回 【平成27年10月2日開催】

これまでの談義所、分科会、委員会等の開催状況 - 10 -

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 平成19年9月7日～現在まで15回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 技術分科会 平成21年1月29日～現在まで13回開催

■宮崎海岸 侵食対策検討委員会 効果検証分科会 平成24年7月22日～現在まで5回開催

■宮崎海岸 市民談義所 平成21年4月25日～現在まで36回開催

（※談義所開催以前に、懇談会5回、勉強会15回を開催）

※ 宮崎海岸では、これまで侵食対策検討の場として３つの会議、開かれた市民の参加の場として市民談義所等を開催し、
談義を積み重ねてきました。
開催の履歴等については、展示している『宮崎海岸のこれまでの取り組み』（年表 市民とのあゆみ）、受付に置いている

『宮崎海岸の侵食対策 ～成り立ちと経緯～』（パンフレット）でご覧いただけます。

効果検証分科会 市民談義所

第5回 【平成28年8月30日開催】

侵食対策検討委員会

第15回 【平成28年9月30日開催】 第36回 【平成29年6月30日開催】



事業全体の長期的な見通し ～全体スケジュールの概要～
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■事業全体スケジュール

・養浜はⅠ期では砂丘頂部の低下抑制（急激な侵食防止）を主目的として実施し、突堤・補助
突堤による南への流出抑制が機能してくるⅡ期・Ⅲ期では、砂浜回復・維持を主目的とする。

・突堤・補助突堤は急激に設置すると影響が大きいことから、「宮崎海岸ステップアップサイクル
」に従い、養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認しながら着実に整備を進めていく。

・埋設護岸は高波浪時の砂丘頂部の低下（急激な侵食）を抑制することが目的であるため、で
きるだけ早期に整備を行う。

整備内容 Ⅰ期

（H23~H29）
Ⅱ期

（H30～H34）
Ⅲ期

（H35～H39）
期待する効果

養浜工 280万m3 砂浜の回復、維持

突堤の整備 L=300m 砂浜の安定

補助突堤の整備

L=150m、50m

埋設護岸の整備
L=2,700m

浜崖頂部高の保持

砂丘頂部の低下（急激な侵食防止）を抑制 砂浜回復・維持

養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認できるだけ早期に整備 養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認



事業の見通し ～直近スケジュールの概要～
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対策工
計画量
※１

第Ⅰ期（H23～H29年度） 第Ⅱ期（H30～H34年度）

H28年度まで
上段：施工量
下段：進捗率

H29年度（見込み含む※２）
H30年度

（見込み含む※２）

養浜工
（万m3）

280 112.0
（40%） 実施 実施予定

突堤
（m）

300 75
（25%） 実施しない

状況によっては
実施

補助突堤①
（m）

150 42
（28%） 実施しない

状況によっては
実施

補助突堤②
（m）

50 50
（100%，完成）

大炊田地区
埋設護岸（m）

1600 1,580
（98%） 実施しない 実施しない予定

動物園東地区
埋設護岸（m）

1100 720
（65%）

実施予定
（180m程度）

実施予定

※１：計画量は、第Ⅰ期～第Ⅲ期までの全体計画量であり、砂浜の回復状況等を踏まえて見直すことがある
※２：新設・延伸の予定であり、災害復旧、補修等は別途、適宜実施する場合がある

H29以降は現時点での見込み・想定であり、決定事項ではない
砂浜の回復具合、予算、土砂の調達状況、関係者との調整状況等を踏まえて決定していく
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２．第３６回宮崎海岸市民談義所の振り返り

（１）第３６回宮崎海岸市民談義所の開催概要



【 談 義 の 概 要 】

●今年度の工事等の実施予定を共有するとともに、突堤、養浜の現時点での効果に
ついて、事業主体から説明があり、それに対して、市民が懸念している事項を確
認することができた。工事実施の段階では、その効果を事業主体が評価するだけ
ではなく、市民がどう感じているかを共有した。

●詳細なデータを示して欲しいといった意見や、貝類が増えてきているように感じ
ているといった情報提供などがあり、市民の海岸・事業に関する関心を共有する
ことができた。

（１）第36回宮崎海岸市民談義所の開催概要
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□開催日：平成29年6月30日（金）
□場所：佐土原総合支所研修室
□参加した市民： 19名
□議事概要：
１．宮崎海岸の侵食対策の概要
２．第35回宮崎海岸市民談義所の振り返り
３．報告（工事の実施状況、予定他）
４．談義（宮崎海岸の地形の状況）
５．今後の予定 談義の様子
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３．宮崎海岸の現状

★スクリーンをご覧ください
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４．報告（工事の実施状況、予定他）

（１）養浜工 工事の実施状況と予定

（２）動物園東地区 埋設護岸延伸 工事の実施状況と予定

（３）浜山コンクリート護岸災害復旧 工事の実施状況と予定



(１) 養浜工 工事の実施状況と予定
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■工事スケジュール
通年：必要な箇所に適宜実施

動物園東地区の例：平成28年12月27日 T.P.+0.53m

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

ｺﾝｸﾘｰﾄ
護岸 埋設護岸ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸自然浜自然浜

自然浜
（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜



(２) 動物園東地区 埋設護岸延伸 工事の予定
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■工事スケジュール
台風期明け：着手（予定）
平成30年3月：完成（予定）

動物園東地区

歓鯨館 住吉IC
一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

埋設護岸ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸自然浜

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

浜

一ツ葉有料道路

工事箇所

平成29年7月11日 T.P.-0.53m



(３) 浜山コンクリート護岸災害復旧 工事の実施状況と予定
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■工事スケジュール
平成28年３月：工事着手
平成29年９月：完成（予定）

動物園東地区

歓鯨館 住吉IC
一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

埋設護岸ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸 ｺﾝｸﾘｰﾄ護岸自然浜

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

浜

一ツ葉有料道路

被災箇所

平成29年7月20日
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５．談義（対策の評価について）

（１）調査の実施概要

（２）対策の評価の主要なポイント



（１）調査の実施概要 - 21 -

地形測量の例

鳥類調査の例

魚介類調査の例

詳細な調査手法

水位計を定点に設置・観測

②波浪観測 a)高波浪，b)エネルギー平均波 波高・流速計を定点に設置・観測

風向・風速計を定点に設置・観測

流速計を定点に設置・観測

⑤トレーサ調査 着色砂等を用いた砂の追跡移動調査

①地形測量

a)汀線変化，b)目標浜幅，
c)土砂変化量，d)限界水深，
e)浜崖形状，f)前浜勾配，
g)等深浅位置

汀線横断測量、浜崖横断測量
ﾏﾙﾁﾌｧﾝﾋﾞｰﾑ等を用いた面的な測量

②カメラ観測 a)汀線変化，b)短期変動 カメラ観測機材を定点に設置・観測

③施設の点検
a)県管理離岸堤，b)突堤，
c)埋設護岸

直接水準測量もしくはレーザー測量

①底質 a)粒度組成，b)有機物調査 底質分析

養浜材の分析(水底土砂判定基準項目)

潜水目視観察および枠内採取、分析

サーフネットを用いた採取、分析

①地元漁法採取 a)ケタ網，b)底曳網 地元漁法(網漁法)による採取、分析

大型サーフネットによる採取、分析

潜水目視観察

統計データ調査

(7)植物 ライントランセクト法、横断測量

(8)鳥類 定点観察法、任意踏査による観察

上陸・産卵痕跡の確認・記録、横断測量

可搬型測定器を用いた貫入調査

(10)利用・景観 利用形態、分布調査

談義所等

関係者による目視、市民による目視・通報

①巡視による利用実態把握

(11)市民意見

(12)目視点検

①コアジサシ利用実態調査

(9)アカウミガメ
①アカウミガメ上陸実態調査

②砂浜の固結調査

採泥器、ソリネットによる底質採取、
ソリネットによる底質採取、分析

②砕波帯

③石崎川河口

(6)魚介類
②大型サーフネット採取

③潜水目視観察

④漁獲資料調査

環
境
・
利
用

(3)底質
②養浜材調査

(4)付着・幼稚仔
①付着生物調査

②幼稚仔調査

(5)底生生物

①汀線付近

①植生断面調査

調査項目

①潮位観測

③風向・風速観測

④流向・流速観測

(2)測量

(1)海象・漂砂

2016(H28)年の調査結果より、波が小さかったなど想定の範囲外の事象や
、宮崎海岸の浜幅などの地形変化状況、アカウミガメの上陸・産卵や海浜の利
用状況など、宮崎海岸の特徴的な主な調査結果について、以降に示す。



（２）対策の評価の主要なポイント
①海象（波浪観測）
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【高波浪】

・過去と比較して、同程度であった。

・来襲した高波浪は、想定している範囲内

の波浪である。

【波向】

・過去の波向と比較して、やや北側からの波が主

であることは変わらない。

・ただし、波の来襲エネルギーの割合は、北側から

が少なく、南側からが多くなっている。

・来襲した波向は、想定してる北側の波が

多い。

・しかし、北側(ENE～Ｅ方向)からの来襲

エネルギーは、想定よりも小さかった。

■主な調査結果 ■評価の概要

住吉地区：平成27年7月18日16時20分頃 大炊田地区：平成25年６月1５日1１時頃

○北側からの波の例○南側からの波の例

【エネルギー平均波】

・過去と比較して、波高は小さく周期は短かった。

・来襲したエネルギー平均波は、想定して

いる範囲内よりも小さかった。



（２）対策の評価の主要なポイント
②測量
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■主な調査結果 ■評価の概要

【浜幅変化】

・二ツ立、大炊田、住吉離岸堤区間の一部および宮崎港
港湾区域で目標浜幅50mを確保している。

・石崎浜～動物園東の侵食進行と、住吉海岸の侵食（砂
浜消失状態の継続）が顕著である。

・宮崎海岸北側の二ツ立、大炊田は浜幅
が回復しつつあるが、石崎浜～住吉突堤
北側の範囲で目標浜幅50mを確保でき
ていない。

【突堤周辺の断面地形変化】

・突堤の沖合いで堆積傾向が見られる。

・突堤設置範囲（陸側）では、現状で海浜断面の明確な回
復傾向は見られない。

・侵食が顕著な範囲であったが、突堤の
沖合いで堆積が見られるようになり回復
傾向の兆しが見える。

・しかし、突堤設置範囲よりも陸側は、現
状ではまだ回復の兆しが見えるところま
でには至っていない。

平成2９年２月26日撮影

【浜崖形状の変化】

・埋設護岸設置区間の浜崖頂部は守られているが、動物
園東の未設置区間は、浜崖頂部の天端高が 2008(H20)
年に比べて低下しており、越波対策上必要な防護高
（T.P.+7m）よりも低い状況となっている。

・埋設護岸未設置区間背後の浜崖頂部高
は低く、埋設護岸整備が必要である。

補助突堤②北側 補助突堤①北側 突堤北側



（２）対策の評価の主要なポイント
③環境，利用，目視点検
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■主な調査結果 ■評価の概要

【アカウミガメ】

・宮崎海岸全域におけるアカウミガメの上陸・産卵は、
2015(H27)より回復した。

・大炊田は上陸は回復傾向にあるが産卵は回復傾
向が見られない。動物園東は上陸・産卵ともに回復
が見られない。

・大炊田は浜幅は回復傾向にあることから

産卵が回復していないことは浜幅以外の

要因があることが推定される。

・動物園東は浜幅が狭いことや埋設護岸

の工事実施が上陸・産卵に影響している

可能性がある。

【底生生物】

・汀線付近で確認された底生生物の種数は、門別に
は変動があるものの、既往の調査結果と同程度で
あった。

・養浜、突堤の実施と出現種数の変化に顕

著な傾向は認められない。

【海岸巡視による利用者調査】

・石崎浜(釣り)および動物園東(サーフィン)の利用者
が多いことが分かった。

・多様な利用を確認した。

【海岸巡視による点検】

・サンドパック、グラベルマット、アスファルトマットの

露出を確認したが、埋設護岸の変状や背後の浜崖

侵食は見られなかった。

・動物園東北側において養浜土砂の流出を確認した。

・埋設護岸は一定の効果を発揮した。

・動物園東の北側は砂浜が狭く背後の砂

丘が海岸線間近に迫っているため、砂浜

の回復を目指すとともに、埋設護岸整備

が必要である。
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談 義

○「養浜」、「突堤」、「埋設護岸」
の3つの対策について

○最近の海岸について感じていること

○その他

下記について、ふだん皆さんが海岸を見て感じていることや、
意見等を、配布している付箋紙に記入して、模造紙に貼ってく
ださい ※付箋紙には名前の記入もお願いします
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６．今後の予定

（１）平成29年度の全体予定

（２）平成29年度の市民談義所での談義内容（案）



(１) 平成29年度の全体予定
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平成29年度（対策実施 6年目）

海象観測

地形測量

環境
調査

技術分科会

市民談義所

養浜

効果検証
分科会会

議

突堤

埋設護岸

調

査

工

事

海域

陸域

ｱｶｳﾐｶﾞﾒ

分科会での検討事項の検討
本年度の対策実施予定確認

自然浜の状況を見ながら臨機に実施

委員会

効果・影響の検証
調査計画

… … …

… … …

… … …

… … …

…
…

…
…

…
…

4月 10月 1月7月

（波浪・流況観測）

… … …

毎年適宜開催

毎年1回以上開催

毎年1回以上開催

8月30日(予定)

9月29日(予定)

（植物，鳥類，昆虫類）

（魚介類、底生生物等）

（上陸・産卵，固結調査）

8年目
（H31年度）

7年目
（H30年度）

委員会の付託により、技術的な検討
が必要になった場合に、適宜開催

調査計画に基づき実施

調査計画に基づき実施

7月27日 10月

動物園東の延伸

6月30日 1月

動物園東の延伸



平成29年度の市民談義所での談義内容（案）
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日程 内容

平成29年6月30日(金)実施済 宮崎海岸の地形の状況

平成29年7月27日(木)本日 効果検証に対する談義

平成29年10月頃予定 委員会・分科会結果報告
現場見学会

平成30年1月頃予定 （未定）

※工事に関わる事項については、毎回、
その時点の情報・状況・見込みを報告・説明します

※談義したいテーマ等がありましたらご提案ください
※日程・内容は現時点の予定です

事業の進捗等により変更になる可能性があります
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７．その他


